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用
す
る
様
子
は
、
ド
ラ
ム
演
奏
の
よ
う
だ
。

　
「
１
日
か
か
っ
て
も
わ
ず
か
な
範
囲
し
か

で
き
な
い
繊
細
な
作
業
で
す
。
で
も
、コ
ツ

コ
ツ
と
積
み
重
ね
て
き
た
こ
と
が
、
大
き
な

地
図
と
な
っ
て
で
き
あ
が
っ
た
時
は
う
れ
し

い
も
の
で
す
よ
」
と
は
、
大
林
賢
一
社
長
。

　

同
社
で
は
最
先
端
の
図
化
機
を
24
台
も

導
入
。
デ
ジ
タ
ル
マッ
ピ
ン
グ
の
分
野
は
大
手

の
会
社
が
独
占
し
て
き
た
市
場
で
あ
り
、
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
に
も
専
門
技
術
が
求
め
ら
れ

る
。
全
国
に
も
こ
れ
だ
け
の
設
備
を
揃
え

る
会
社
は
数
社
で
、
そ
の
技
術
力
を
聞
き

つ
け
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
る
そ
う
だ
。

　
「
精
度
の
高
い
図
化
デ
ー
タ
を
１
社
で

仕
上
げ
ら
れ
る
の
が
当
社
の
強
み
。
目
指

す
は『
日
本
一の
地
形
図
入
力
セ
ン
タ
ー
』

で
す
」
と
、
大
林
社
長
は
話
す
。

　

図
化
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
、
さ
ら
に
次
の

　

の
ど
か
な
田
園
風
景
が
広
が
る
養
父
市

の
一
角
に
、
最
先
端
の
機
器
と
高
度
な
技

術
を
使
っ
て
、

地
図
情
報
を

作
成
す
る
株

式
会
社
オ
ー
シ
ス
マ
ッ
プ
が
あ
る
。
案
内
を

さ
れ
た
場
所
は
、
旧
青
蹊
中
学
校
に
あ
る

技
術
セ
ン
タ
ー
。
懐
か
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る

校
舎
の
中
で
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
す

る
会
社
が
あ
る
の
は
ユ
ニ
ー
ク
だ
。

　

最
初
に
通
さ
れ
た
部
屋
は
、
地
図
の
基

本
を
作
る
「
図ず

か化
」
と
い
う
工
程
を
行
う

部
署
。
デ
ジ
タ
ル
図
化
機
と
い
う
特
殊
な
機

械
を
使
い
、
技
術
者
た
ち
が
黙
々
と
作
業

を
行
っ
て
い
た
。
連
続
撮
影
し
た
２
枚
の
航

空
写
真
を
３
Ｄ
メ
ガ
ネ
で
立
体
的
に
見
な
が

ら
、
道
路
や
建
物
、
等
高
線
等
を
正
確
に

写
し
と
っ
て
い
く
。
両
手
・
両
足
を
フ
ル
活

DATA 
■株式会社オーシスマップ
　養父市八鹿町宿南2589-1 TEL.079-663-3680
　◎2010 年但馬産業大賞
　　「キラリと世界に輝く技術部門」受賞
　http://www.osysmap.jp/

部
署
で
建
物
や
駅
な
ど
の
名
称
が
入
力
さ

れ
て
い
く
。
地
図
は
防
災
や
福
祉
、
都
市

計
画
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

日
々
の
生
活
に
大
き
く
関
わ
る
分
野
だ
け

に
責
任
も
重
大
だ
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
用
い
て
地
図

を
作
成
す
る
「
ス
ポ
ッ
ト
マ
ッ
ピ
ン
グ
」
シ
ス

テ
ム
を
開
発
。
航
空
測
量
を
行
わ
な
い
た

め
、
迅
速
か
つ
低
コ
ス
ト
で
地
図
が
製
作
で

き
、
土
砂
崩
れ
現
場
と
い
っ
た
早
急
な
対

応
が
迫
ら
れ
る
ケ
ー
ス
で
役
立
っ
て
い
る
。

　
「
今
後
は
そ
こ
に
何
が
あ
る
の
か
、
誰
が

い
る
の
か
と
い
っ
た
空
間
情
報
を
さ
ら
に
落

と
し
込
ん
で
、
地
図
が
持
つ
可
能
性
を
も
っ

と
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
語
る
大
林
社
長
。

高
度
な
地
図
は
安
心
な
社
会
を
創
造
す

る
縁
の
下
の
力
持
ち
と
し
て
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。

最先端の機器と技術を駆使
高精度の地図製作
経験と技術がモノをいう地図製作

両手、両足を駆使する匠の技術

精密な地図が暮らしの安心を支える

（左）製品として完成した地
図データ。世界でも日本の
地図作成技術は高いという。

（上）地図に空間情報を組み
合わせることで、様々な分野
での活用が期待される。

匠
の
技
術
に
ふ
れ
た
く
て

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い

も
の
づ
く
り
の
現
場
を
訪
ね
ま
し
た
。

（上）左右のハンドル、両足を駆使して、正確な座標や高さを測定し、
地図をデジタル化していく。（中）図化されたデータに細かな情報を入
力。経験と技術がものをいう緻密な作業だ。課外活動や「ひょうご子育
て応援賞」を受賞するなど子育て家庭への支援に積極的で、働きやす
い環境づくりにも気が配られている。
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阿
弥
陀
堂
の
天
井
画
に
描
か
れ
て

い
る
色
鮮
や
か
な「
釈
迦
と
十
六

羅
漢
」。
作
者
は
不
詳
だ
が
、
狩
野

派
の
源
流
で
あ
る
大
和
絵
の
画
法

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

兵庫県郷土記念物に指定されている「ヒメコ
マツ（五葉の松）（右）」と「ヒイラギ（左）」。ヒメ
コマツの巨木は西日本では珍しく、県内最大
と第 2 位の 2 本ある。ヒイラギは古くからそ
の鋭いトゲによって邪気を払う木とされてい
るが、当木は老木のため葉が丸くなっている。

「人間もこの木のように年輪を重ねていくごと
に丸くならなければならない」と住職は説く。

（左）兵庫県指定文化財の「木造阿弥陀如来坐像」。桧の一木造りで、高さは76.5センチある。
（右）阿弥陀堂は安永 6 年（1777）に善住寺に移築された。彫り物も見事で、但馬でも屈指の古い建造物である。

　

新
温
泉
町
熊く

ま
だ
に谷

、
山
深
い
場
所
に
も
関

わ
ら
ず
立
派
な
伽
藍
を
構
え
る
熊
野
山

那
智
院 

善
住
寺
は
、
高
野
山
真
言
宗
の

古
刹
。
約
１
千
年
前
、
覚か
く
ぞ
う増

上
人
が
創
建

し
た
と
伝
わ
る
。
牛
馬
の
祈
願
と
五
穀
豊

穣
の
信
仰
を
集
め
、
近
世
に
は
七
堂
伽
藍

が
建
ち
並
び
、
近
在
の
末
寺
十
三
ヶ
寺
や

多
く
の
神
社
な
ど
も
治
め
て
い
た
そ
う
だ
。

　

中
で
も
阿
弥
陀
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る

「
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
」
は
、
県
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
仏
像
。
当
初
は
別

の
場
所
に
あ
っ
た
が
、
江
戸
中
期
に
当
寺

が
火
災
に
あ
っ
た
際
、
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
移
さ
れ
た
。
室
町
初
期
の
作
で
、桧
の

一
木
造
り
。
穏
や
か
な
表
情
が
印
象
的
だ
。

　

さ
ら
に
、
堂
内
に
あ
る
「
天
井
画
」
も

見
事
な
も
の
。
釈
尊
を
中
心
と
し
た
十
六

羅
漢
が
彩
色
豊
か
に
描
か
れ
て
い
る
。
線

描
き
を
も
活
か
し
た
室
町
時
代
の
作
風

で
、
但
馬
で
は
最
古
の
天
井
絵
で
あ
る
。

　
「
素
朴
な
中
に
も
力
強
さ
が
あ
り
、
名
も

な
き
地
方
仏
師
が
祈
り
を
込
め
て
彫
っ
た

仏
像
で
す
。
新
緑
の
季
節
は
特
に
美
し
く
、

都
会
と
は
違
う
悠
然
と
過
ご
す
ひ
と
と
き

が
味
わ
え
る
は
ず
」
と
話
す
康
照
住
職
。

　

善
住
寺
は
お
寺
を
観
光
だ
け
で
な
く
、

実
践
の
場
と
位
置
付
け
て
い
る
。

　
「
お
寺
は
見
る
だ
け
で
心
落
ち
着
く
場

所
で
す
が
、
ぜ
ひ
実
際
に
五
感
で
体
感
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
瞑
想
や
写
経
が
し

て
み
た
い
と
い
う
方
は
誰
で
も
お
気
軽
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
」
と
は
弘
純
副
住
職
。

　

事
前
に
予
約
を
す
れ
ば
、瞑
想（
座
禅
）

や
写
経
な
ど
、
お
寺
な
ら
で
は
の
体
験
が

で
き
る
の
も
魅
力
だ
。
夏
休
み
に
は
「
寺
っ

子
体
験
ス
ク
ー
ル
」
と
い
う
、
こ
ぼ
ん
さ
ん

修
行
も
実
施
し
て
大
好
評
で
あ
る
。

　

鳥
た
ち
の
さ
え
ず
り
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ

を
聞
き
な
が
ら
、
心
癒
さ
れ
る
時
間
を
過

ご
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

LET'S GO TO THE TEMPLE

お
寺
へ
い
こ
う
。

阿
弥
陀
如
来
と
天
井
画

山
深
き
里
に
佇
む
癒
し
の
寺

善住寺

浜坂病院

美方警察署

浜坂駅

美方広域
消防本部

湯村温泉

至鳥取 至養父

田君川
バイカモ公園

金屋口

至豊岡
至
鳥
取
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ONE POINT ADVICE

天井画の世界

素
朴
な
が
ら
も
優
れ
た
文
化
財
が
た
く
さ
ん
あ
る
但
馬
。

近
く
の
お
寺
に
も
っ
と
足
を
運
ん
で
み
よ
う
！

★「お釈迦様」と「十六羅漢」

善住寺 ぜんじゅうじ04
今回、編集部が訪ねたお寺は…

今回案内していただいた
山地康照住職・弘純副住職

※見学は自由ですが、マナーを守って鑑賞しよう。

寺っ子体験スクールを実施
善住寺では、夏休みに「寺っ子体験スクー
ル」という、こぼんさん修行をしている。
毎年お盆過ぎに１泊２日で行っており、朝
のそうじからおつとめ、座禅や写経など
を体験することができる。大阪や岡山か
らも参加する子どもたちもいる。子どもた
ちはみな素直で行儀よいと話す副住職。
礼儀正しくなると保護者の評判もよい。
●詳細はHPで。http://www.zenjuji.jp

「十六羅漢」とはお釈迦様の説法
を聞いて修行した結果、煩悩を
絶ち、悟りを開いて、世間の尊敬
や供養を受けるにふさわしい資
格を得た十六名の聖者のこと。
お釈迦様の意志を受けて、永遠
にこの世に生き続け、衆生を救
い教えを護持し続けていく役割
を担っている。十六羅漢は寺院
の護持発展への祈りが込められ
て、お祀りされているのである。


